
　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
一
九
九
三
年
の
第

一
回
総
選
挙
を
経
て
、
一
九
九
〇
年
代

前
半
に
市
場
経
済
体
制
へ
の
転
換
、
そ

の
後
は
そ
の
基
盤
整
備
に
つ
と
め
、
各

種
法
制
度
を
整
え
、
積
極
的
に
外
資
を

誘
致
す
る
こ
と
で
経
済
開
発
を
推
進
し

て
き
た
。
本
稿
で
は
、
一
九
九
〇
年
代

以
来
進
め
て
き
た
投
資
環
境
の
整
備
の

進
捗
と
二
〇
一
〇
年
に
本
格
化
し
た
日

本
企
業
の
進
出
を
振
り
返
っ
た
う
え

で
、
今
後
の
投
資
環
境
の
行
方
を
左
右

す
る
動
向
と
し
て
、
総
選
挙
後
の
最
低

賃
金
情
勢
お
よ
び
投
資
法
改
正
・
経
済

特
別
区
法
制
定
に
向
け
た
動
き
を
紹
介

す
る
。

●
整
備
が
す
す
む
投
資
環
境

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
一
九
九
四
年
八

月
に
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
投
資
法
」
を

制
定
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
投
資
に
関
す
る

規
則
や
優
遇
措
置
等
を
定
め
た
。
一
九

九
五
年
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
開
発
評
議
会

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
を
設
立
、
そ
の
な
か
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
投
資
委
員
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｂ
）
を

作
り
、
具
体
的
な
投
資
申
請
の
窓
口
と

な
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
三
月
に
は
こ
の

投
資
法
を
改
正
し
、
現
在
適
用
さ
れ
て

い
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
改
正
投
資

法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
現

在
適
用
さ
れ
て
い
る
投
資
優
遇
措
置
で

あ
る
適
格
投
資
案
件
（
Ｑ
Ｉ
Ｐ
）
等
を

規
定
し
た
。
二
〇
〇
五
年
二
月
に
は
投

資
額
が
二
〇
〇
万
米
ド
ル
未
満
の
投
資

に
対
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
を
規
定
す

る
「
州
・
特
別
市
投
資
小
委
員
会
の
設

立
に
関
す
る
政
令
」
や
二
〇
〇
五
年
九

月
に
は
Ｑ
Ｉ
Ｐ
の
規
定
や
執
行
等
の
細

則
、
Ｑ
Ｉ
Ｐ
認
定
基
準
と
な
る
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
等
を
定
め
た
「
改

正
投
資
法
施
行
に
関
す
る
政
令
№
一
一

一
」
を
制
定
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

過
去
の
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
や
内
戦
等

の
影
響
に
よ
り
、
国
内
の
保
護
す
べ
き

産
業
・
企
業
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
不
動
産
の
取
得
制
限
を
除

き
、
外
国
人
・
外
国
企
業
に
限
り
制
限

さ
れ
て
い
る
分
野
は
な
い
、
と
い
う

オ
ー
プ
ン
な
外
資
政
策
を
政
府
は
掲
げ

て
い
る
。
通
常
、
他
国
で
は
外
資
規
制

対
象
と
な
っ
て
い
る
業
種
、
例
え
ば
小

売
、
流
通
、
運
輸
サ
ー
ビ
ス
、
銀
行
・

証
券
等
の
金
融
な
ど
で
も
外
資
系
企
業

一
〇
〇
％
出
資
の
現
地
法
人
の
設
立
が

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
投
資
の
優
遇
措

置
と
な
る
適
格
投
資
案
件
は
製
造
業
や

大
規
模
農
業
や
植
林
、
近
代
的
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
建
設
等
の
投
資
の
業
種
と
総
投

資
額
の
基
準
を
満
た
せ
ば
、
法
人
税
の

一
定
期
間
の
免
税
、
部
材
・
建
設
資

材
・
工
場
内
機
械
の
輸
入
関
税
の
免
税

等
の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
改
正
投
資
法
が
制
定
さ
れ

た
二
〇
〇
三
年
か
ら
変
わ
ら
な
い
投
資

恩
典
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
九

日
付
で
「
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
組
織
と
機
能
に
関

す
る
政
令
№
一
四
七
」
を
制
定
し
、
国

内
の
経
済
開
発
の
た
め
の
経
済
特
別
区

制
度
を
導
入
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
内
に
新
た
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
特
別
区
委
員
会
（
Ｃ

Ｓ
Ｅ
Ｚ
Ｂ
）
と
い
う
組
織
を
立
ち
上
げ

た
。
ま
た
同
じ
く
経
済
特
別
区
の
概
要

を
定
め
た
「
経
済
特
別
区
の
設
置
と
運

営
に
関
す
る
政
令
№
一
四
八
」
を
制
定

し
た
。
以
後
、
民
間
開
発
会
社
に
よ
る

経
済
特
別
区
開
発
へ
の
申
請
が
相
次
ぐ

こ
と
と
な
り
、
土
地
収
用
、
造
成
、
開

発
が
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。

●�

二
〇
一
〇
年
よ
り
日
本
企
業
に

よ
る
投
資
が
増
加

　

経
済
特
別
区
内
で
は
九
九
年
間
（
当

時
）
の
土
地
使
用
権
の
購
入
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
土
地
の
所
有
を
制
限
さ
れ

て
い
る
外
資
企
業
の
進
出
先
と
し
て
注

目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
八

年
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
経
済
特
別
区
に
お
い

て
、
初
め
て
日
本
の
製
靴
企
業
が
認
可

を
受
け
、
進
出
第
一
号
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
後
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
世
界
的
な
経
済
不
況
の
影
響
を
受

け
、
日
系
企
業
の
進
出
は
順
調
に
は
進

ま
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
ご
ろ
か

ら
日
本
製
造
業
の
投
資
が
本
格
化
す
る
。

　

二
〇
一
〇
年
に
は
適
格
投
資
案
件

（
Ｑ
Ｉ
Ｐ
）
と
し
て
約
三
〇
〇
〇
万
ド

ル
、
二
〇
一
一
年
に
は
約
七
五
二
〇
万

道
法
清
隆

投
資
環
境
整
備
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ド
ル
、
二
〇
一
二
年
に
は
約
三
億
ド
ル

と
順
調
に
日
本
企
業
、
特
に
製
造
業
の

投
資
が
進
ん
で
き
た
。
業
種
に
関
し
て

は
、
従
来
の
縫
製
・
製
靴
業
だ
け
で
は

な
く
、
新
規
産
業
と
も
い
え
る
電
子
部

品
、
自
動
車
部
品
等
の
製
造
業
も
日
本

企
業
が
先
陣
を
切
る
形
で
進
出
し
て
い

る
。
日
本
企
業
の
こ
の
動
き
は
、
中
国

や
先
進
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
の
人
件
費

上
昇
や
ワ
ー
カ
ー
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
等
周
辺
諸
国
の
外
部

環
境
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

貿
易
（
縫
製
品
の
ア
メ
リ
カ
向
け
輸

出
）、
投
資
（
海
外
か
ら
の
不
動
産
投

資
、
製
造
業
は
縫
製
・
製
靴
産
業
へ
の

投
資
）、
観
光
（
外
国
人
観
光
客
）
と

い
う
外
需
依
存
と
な
っ
て
い
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
経
済
に
と
れ
ば
、
輸
出
品
目
の
多

様
化
、
輸
出
国
の
多
角
化
、
産
業
の
多

様
化
・
高
度
化
に
つ
な
が
る
日
本
企
業

の
投
資
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

●
選
挙
と
最
低
賃
金
情
勢

　

第
五
回
国
民
議
会
選
挙
で
は
、
野

党
・
救
国
党
は
、
縫
製
・
製
靴
工
場
労

働
者
の
最
低
賃
金
を
月
額
一
五
〇
米
ド

ル
に
、
公
務
員
の
給
与
を
月
額
二
五
〇

米
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を

謳
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
目
に
み
え
る
賃

金
の
引
き
上
げ
を
公
約
と
し
た
こ
と

は
、
野
党
躍
進
を
支
え
た
理
由
の
ひ
と

つ
で
あ
ろ
う
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
最
低
賃
金
は
、
縫

製
・
製
靴
労
働
者
の
み
を
対
象
と
し

て
、
労
働
・
職
業
訓
練
省
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
縫
製
業
協
会
、
労
働
組
合
で
構
成
さ

れ
る
労
働
諮
問
委
員
会
で
の
話
し
合
い

に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
最

低
賃
金
は
、
二
〇
一
〇
年
に
月
額
六
一

ド
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
と
き
に

二
〇
一
四
年
ま
で
据
え
置
く
こ
と
が
合

意
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
三

年
二
月
に
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

境
沿
い
の
バ
ベ
ッ
ト
地
区
で
起
き
た
大

規
模
な
違
法
ス
ト
ラ
イ
キ
の
影
響
や
、

与
党
の
人
民
党
が
国
民
議
会
選
挙
前
の

選
挙
対
策
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
合
意

を
見
直
す
こ
と
と
な
り
、
二
〇
一
三
年

五
月
に
月
額
八
〇
ド
ル
へ
と
引
き
上
げ

ら
れ
た
。
こ
の
引
き
上
げ
決
定
の
際

に
、
外
部
労
働
組
合
は
月
額
一
五
〇
米

ド
ル
へ
の
引
き
上
げ
を
強
硬
に
主
張
し

た
。
今
回
の
救
国
党
の
公
約
は
、
こ
の

外
部
労
働
組
合
の
も
の
と
一
致
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
縫
製
・
製
靴
工
場
の

ワ
ー
カ
ー
（
約
五
〇
万
人
）
の
支
持
を

集
め
た
と
い
え
る
。

　

選
挙
後
、
早
々
に
三
者
間
で
、
さ
ら

な
る
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
関
す
る

協
議
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
前
回
の
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
の
際
に
は
、
外
部

労
働
組
合
と
縫
製
業
協
会
の
最
低
賃
金

の
具
体
的
な
引
き
上
げ
額
の
協
議
内

で
、
い
わ
ば
政
府
が
仲
介
す
る
形
で
決

定
が
な
さ
れ
た
が
、
関
係
者
に
よ
れ

ば
、
今
回
の
選
挙
結
果
を
受
け
て
、
今

回
は
政
府
自
体
が
、
縫
製
業
協
会
に
対

し
て
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
公

務
員
給
与
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

財
源
の
確
保
が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ

の
可
能
性
は
低
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

が
、
民
間
企
業
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
、
国
家
財
源
と
は
異
な
る

た
め
、
今
後
の
与
党
の
政
策
は
よ
り
民

間
企
業
へ
の
負
担
と
い
う
形
で
し
わ
寄

せ
が
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

●�

投
資
法
の
改
正
、
そ
し
て
経
済

特
別
区
法
の
制
定
へ

　

改
正
投
資
法
が
制
定
さ
れ
て
一
〇
年

を
経
て
お
り
、
日
本
企
業
を
中
心
に
縫

製
・
製
靴
産
業
以
外
の
新
し
い
業
種
の

進
出
も
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨

今
で
は
改
正
投
資
法
の
改
正
と
政
令
の

み
で
あ
っ
た
経
済
特
別
区
に
関
し
て
法

律
化
す
る
動
き
が
で
て
き
て
い
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
の
産
業
政
策
の
議
論
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
今
後
具
体
的
な
改
正
提

案
が
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
行
法
と
現
在
の
日
本
企
業
の
投
資

実
態
に
あ
っ
て
い
な
い
例
と
し
て
、
例

え
ば
、
現
行
法
の
投
資
法
で
は
製
造
業

は
軽
工
業
と
重
工
業
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
し
か
存
在
し
な
い
た
め
、
電
子
部

品
や
自
動
車
部
品
で
も
軽
工
業
に
カ
テ

ゴ
リ
ー
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
他
に

も
追
加
投
資
に
際
し
て
新
た
な
法
人
税

免
税
期
間
の
付
与
も
な
い
た
め
、
企
業

が
追
加
投
資
す
る
場
合
、
別
会
社
を
設

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
も
で
て
い

る
。
ま
た
新
規
産
業
と
し
て
進
出
す
る

場
合
に
は
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
テ
ー
タ
ス
と

し
て
よ
り
厚
い
投
資
優
遇
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
産
業
の
多
角

化
、
高
度
化
も
踏
ま
え
た
投
資
優
遇
措

置
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ

ろ
う
。

●
よ
り
よ
い
投
資
環
境
に
む
け
て

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
投
資
環
境
は
、
積
極

的
に
外
資
を
誘
致
す
べ
く
環
境
整
備
を

進
め
て
き
た
。
二
〇
年
を
経
て
、
今

日
、
産
業
の
多
角
化
・
高
度
化
な
ど
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
よ
り
戦
略
的
に
投

資
を
呼
び
込
も
う
と
い
う
段
階
に
ま
で

い
た
っ
た
。
一
方
、
国
内
の
賃
金
引
上

げ
を
求
め
る
動
き
は
、
投
資
環
境
を
左

右
し
か
ね
な
い
要
素
で
あ
る
た
め
、
今

後
の
動
向
が
注
視
さ
れ
る
。

（
ど
う
ほ
う　

き
よ
た
か
／
ジ
ェ
ト
ロ
・

プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
長
）
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